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1．はじめに 

 大地震を想定した帰宅困難者数の推定が試みられ

ている．従来までは，帰宅可能か否かの判断は発災

時の居場所から自宅までの直線距離（以下，帰宅距

離）を基に判断されてきた（図 1）．しかし，帰宅

可能か否かを判断するためには，帰宅意思があるか

否かについて議論しておく必要がある．また，被災

者の帰宅意思は，帰宅距離だけでなく，発災時の時

刻や被災者の属性，家族の安否情報にも依存してい

ると考えられる． 

 そこで，都市内滞留者の帰宅行動に関するアンケ

ート調査を試み，それを原データとして，発災日当

日に自宅に向かおうとする確率（以下，帰宅意思

率）を推定するモデル（以下，帰宅意思モデル）を

構築した．さらに，このモデルと，平成 10 年東京

都市圏パーソントリップ調査（以下，PT データ）

より得られる都市内滞留者の情報を用いて，発災日

当日に発生する帰宅困難者の時空間分布を推定し，

防災計画支援のための基礎的考察を試みた． 

②帰宅距離：10km 以上 20km 未満
… 帰宅距離が 1km 増えるごとに

帰宅可能割合が 10％減少

①帰宅距離：10km 未満

… 全員帰宅可能（帰宅可能割合＝ 100%）

③帰宅距離：20km 以上
… 全員帰宅困難（帰宅可能割合＝ 0%）
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図 1：帰宅距離別帰宅可能割合文 1) 

 

2．アンケートによる帰宅意思調査 

 アンケート調査を Web 上で行った．その概要を図

2 に示してある．回答者が発災時の居場所を具体的

にイメージできるように，日常利用している鉄道駅

（各人 大４駅）からの帰宅行動について尋ねた．

具体的には，発災時刻を 3 通り（8 時・12 時・18

時）設定し，震災発生日に 終的に向かう場所（以

下， 終目的地）について回答してもらった．また，

家族の安否情報の有無が，帰宅行動に影響する可能

性もあるので，同居家族のいる人については，家族

の安否情報の有無別にも回答してもらった． 

 帰宅距離は図 3に示す要領で，発災時の居場所と

して想定した鉄道駅から自宅までのネットワーク距

離を用いた．ここでは有料道路を除く幅員 3m 以上

の道路を歩行することを想定した． 

 

調査方法：Web 上で回答 調査期間：2007/1/18 ～ 2007/1/22

※年齢，性別，同居家族の有無がほぼ均一になるようにサンプリングした

調査対象:Web 調査会社の保有するモニターのうち，首都圏（東京駅から
　　　　　約40km 以内）に在住し，かつ月2・3回以上電車を利用する人

発災時にいる場所を仮定

大震災発生

…

…

男性

女性

同居家族いる

単身者

60 代以上10 代 20 代 30 代 50 代40 代
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51 55 50 5051
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45 44 52 4454
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向かう先の選択肢（※その日に向かう 終目的地を尋ねた）

調査依頼数

有効回答数

1

3

4

6

7

8

5

2自宅

同居家族のいる自宅以外の場所（例えば父の勤務先）

知人の家 別居している家族の家

その駅の周辺（どこへも向かわない）

近くの広域避難場所（ただし所在地を知っている場合のみ）

その他　※別の記入欄に記入

自分の勤務先・通学先

自宅の 寄駅以外で，首都圏の日常利用して
いる鉄道駅のうち，近い駅から遠い駅までを
大 4つまで挙げる

それぞれの場所からどこ
へ向かうかを選択

・単身者は，被災時刻8時･ 12 時･ 18 時の
　3パターン
・同居家族のいる人は，被災時刻 3パターン
　につき，家族が無事な場合と，家族と連絡
　がとれない場合の2パターン（計 6パター
　ン）について回答を求めた

…

 

図 2：アンケート調査概要 

 

終点

（町丁目内から選んだ
　任意の交差点）

自宅の存在
する町丁目

※帰宅経路：有料道路を除く幅員3m 以上の道路

発災時に滞在して
いると仮定した駅

始点 (駅前の交差点 )

 

図 3：帰宅距離の計測方法 

 

3．帰宅意思モデルの構築 

 帰宅意思率の推定には，ニューラルネットワーク

を用いた．その概要を図 4に示してある．アンケー

ト調査より得られた帰宅意思に関するデータを学習

させた． 

3.1 入力信号・教師信号の設定 

 入力信号には，帰宅意思に影響を及ぼすと考えら

れる 5 つの要因（発災時刻・同居家族の有無・性

別・年齢・帰宅距離）を用いた．帰宅距離のみ実数

を入力し，それ以外の要因については，その要因の

カテゴリー数に応じて入力層のニューロンの数を設



 

 

け，「0」か「1」を入力した．教師信号は，帰宅意

思があるか否かの情報とし，発災日当日の 終目的

地が自宅である場合は「1」を，自宅以外である場

合は「0」とした． 

 また，アンケート調査データでは帰宅距離が長い

サンプル数が十分得られなかったことから，長い帰

宅距離では帰宅意思は極めて低いと考えて，仮想デ

ータを属性ごとに設定した． 

・初期のニューロン間の重み…乱数により決定した
・学習率…0.004（勾配法による収束解を安定させるため，学習回数が増加
　　　　　　　　 するにつれて小さくなるように設定した）

教師信号は，帰宅意思があるか
　　　　　　否かの 2 値

入
力
層

中
間
層

層
1

出
力
層

ニューロン数

14 20 1

入
力
信
号

出
力
信
号

教
師
信
号

入力信号の内容

発災時刻　　　　　3　　0/1
同居家族の有無　　3　　0/1
性別　　　　　　　1　　0/1
年齢　　　　　　　6　　0/1
帰宅距離　　　　　1　　実数

入力信号の情報 入力
形式

カテゴ
リー数

ニューラルネットワークの設定条件

・温度…1.6　　（学習率，温度は文 2) を参照）

・学習完了の条件…n 回学習終了後の誤差自乗和を En とし，
 En/En-1 ≧ 0.99999 を満たしたら学習完了とした

 

図 4：帰宅意思モデルの概要 

 

3.2 誤差逆伝播法による学習方法 

 入力層から出力層に向けて各ニューロンの出力を

計算し，出力層の出力信号と教師信号の誤差から，

誤差逆伝播法を用いてニューロン間の重みを更新し

た．学習は出力信号と教師信号との誤差自乗和に

0.001％以上の減少がみられなくなった時点で終了

した． 

3.3 帰宅意思率の推定方法 

 学習後のニューラルネットワークに推定したい条

件を入力信号として入力することで，帰宅意思率を

推定することができる． 

 ここでは，帰宅意思モデルを 2種類構築した．一

つはアンケート調査データのすべてのサンプルを入

力データとして学習させたモデル（以下，帰宅意思

モデル①）であり，もう一つはアンケート調査デー

タのうち帰宅距離が短いにも関わらず，あえて帰宅

しないと回答した人のサンプルを除外したデータで

学習させたモデル（以下，帰宅意思モデル②）であ

る．帰宅意思モデル②で除外したサンプルは，帰宅

距離が歩行可能距離の 1/10 以下であるにも関わら

ず， 終目的地を自宅以外と回答した人のサンプル

である．なお，除外したサンプルにおいては，多く

の人が発災日当日の 終目的地を「広域避難場所」

と回答していた． 

3.4 帰宅意思率の推定結果 

 帰宅距離と帰宅意思モデル①で推定した帰宅意思

率の関係を図 5 に示してある． 

発災時刻別・同居家族の有無別にみると，朝・

昼よりも夕刻の方が帰宅意思率は低いことがわかる．

また，同居家族がいる人の方が単身者よりも帰宅意

思は高い． 

家族の安否情報の有無別・発災時刻別にみると，

帰宅距離が長くなるほど家族の安否情報の有無によ

る差は大きい．特に昼は夕刻に比べその差は大きい． 

性別・家族の安否情報の有無別にみると，女性

よりも男性の方が高い帰宅意思率を示している．特

に家族の安否が確認できない場合の男性は，帰宅距

離が長くても帰ろうとする意思が読みとれる． 

年齢別・発災時刻別については，当初は体力の

ある若年層の方が高齢層より帰宅意思は高く，長い

距離を歩いて帰宅しようとする意思が強いと予想し

ていた．20 代は予想通り帰宅距離が長くても帰ろ

うとする意思は高いが，10 代は他の年齢に比べて

極端に帰宅しようとする意思が低い．また，40 代

は全ての年齢の中で も帰宅しようとする意思が高

いことがわかる．このように年齢別にみると，若年

層の方が高齢層より帰宅意思は高いとは限らない．

また，帰宅意思率の年齢による序列は発災時刻によ

って大きく入れ替わることはない． 
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図 5：帰宅意思率の推定結果の一部 

 



 

 

 帰宅意思モデル①と帰宅意思モデル②の比較を図

6 に示してある．帰宅距離が短いにも関わらず帰宅

しないと答えた回答者を除くと，短い帰宅距離にお

ける帰宅意思率が 1 に近づくことがわかる． 

帰宅距離 (km)

帰
宅
意
思
率
(%)

0
0 2010 30

20

40

60

80

100
帰宅意思率モデル①

帰宅意思率モデル②

帰宅距離が 0km
付近で差がでる

帰宅意思モデル①
･･･アンケート調査データの
全ての人のデータを学習させ
たモデル

帰宅意思モデル②
･･･アンケート調査データの

うち帰宅距離が短いにも関わ
らず帰宅しない人は除外した
データを学習させたモデル

この差から帰宅距離
が短くても帰らない
人の人数を算出する

図 6：帰宅意思率モデル①・②の比較 

 

4．帰宅行動シミュレーション 

4.1 帰宅開始時間の設定方法 

 帰宅開始時間を 3パターン設定した．一つは発災

後直ぐに一斉帰宅する「パターンⅠ」，二つ目は帰

宅開始時間は確率的に決まると想定し，ポアソン分

布（図 7）に従い帰宅開始時間を遅らせる「パター

ンⅡ」，三つ目は，会社や学校などに滞留している

人のみ，帰宅開始時間を 1 時間・2 時間・3 時間と

遅らせる「パターンⅢ-1」，「パターンⅢ-2」，

「パターンⅢ-3」である． 

発災時刻からの

経過時間（時間）

帰宅行動開始済み

の人の割合 (%)

　　　1 　　　23.8

　　　2 　　　62.9

　　　3 　　　88.9

発災時刻からの経過時間 ( 時間 )
0 1 2 3 4 5 6 7 8

0.10

0.20

0

確
率
密
度

 

図 7：帰宅開始時間の設定(パターンⅡ) 

 

4.2 体力的な脱落のモデル化 

 体力モデルの概要を図 8に示してある．被災者の

属性（性別・年齢）を j で表現し，歩行可能距離を

変量 s(s≧0)で表現する．属性 j の滞留者が帰宅距

離 X において体力的に脱落する確率を Pj(X)とする

と，Pj(X)は歩行可能距離 s の確率密度関数 Fj(s)を用

いて，以下のように表させる． 

 

 ここでは，歩行可能距離 s の確率密度関数 Fj(s)を，

体力・運動能力調査データ文 3）の属性 j に対応する

体力得点 y の平均値と標準偏差に基づく正規分布で

代替した．そのためには歩行可能距離 s を体力得点

y に変換する必要がある．そこで，アンケート調査

で尋ねた歩行可能距離と，体力得点には単純な相関

関係（図 8 左下）があることをもとに帰宅距離 X
を体力得点 Y に変換した．また，体力的に脱落す

る人については，帰宅距離 X に体力的に脱落する

確率 Pj(X)を乗じて脱落する距離を求めた． 

属性 j の歩行可能距離 s
の確率密度関数 Fj(s)

帰宅距離 X

属性 j の滞留者が帰宅
距離 X において体力
的に脱落する確率

歩行可能距離 s

歩行可能距離 s を体力得点 y に変換した後

属性 j の歩行可能距離 s の確率密度関数 Fj(s) のデータは不在

「体力・運動能力調査」の属性 j の体力得点の平均点と
標準偏差に基づく正規分布の確率密度関数 fj(y) で代替Fj(s) を

体力得点 y

属性 j の滞留者が帰宅
距離 X において体力
的に脱落する確率

変換後の帰宅距離 Y

8

6

4

2

0
10 20 300

y=0.217s+1.17
R2=0.64

歩行可能距離 s(km)

歩行可能距離 s と体力得点 y
の相関関係（各点は性別・年
齢ごとの値を表す）

体
力
得
点
　

(

点)

y

属性 j の体力
得点 y の確率
密度関数 fj(y)

図 8：体力的な脱落のモデル化 

 

 

4.3 日没による帰宅断念のモデル化 

 日没時刻はアンケート調査において 17 時と設定

している．日没により帰宅を断念するのは発災時刻

が 8 時と 12 時の場合のみ発生する．日没によって

帰宅を断念する確率は，帰宅意思モデル①における，

発災時刻が 12 時の帰宅意思率に対する 18時の帰宅

意思率の割合をもとに，帰宅距離ごとに算出した

（図 9）． 

 ここで，帰宅意思モデル①における帰宅距離は，

発災時に滞留している地点から自宅までの帰宅距離

であるが，日没により帰宅を断念するか否かは、日

没時に滞留している地点から自宅までの帰宅距離を

もとに判断した． 

 

帰宅距離 x(km)
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日没によって帰宅を断念する確率
q(x) は，帰宅距離 x に関して単調
増加すると考えられることから，次
式で記述した

p(x)
18時p(x)
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に
よ
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る
確
率

q(x)

帰宅距離 x(km)

っ

図 9：日没による帰宅断念のモデル化 

 



 

 

4.4 帰宅行動シミュレーションの構成 

 第 3 章で求めた帰宅意思モデルを用いて，首都圏

における都市内滞留者の帰宅行動シミュレーション

を行った．その流れを図 10 に示してある．PT デー

タのうち移動者を除く滞留者の中から 1/100 のサン

プルで分析を行った．まず，主要道路ネットワーク

上において，居住地小ゾーン内の任意の交差点と発

災時刻別滞留地小ゾーン内の任意の交差点までの帰

宅経路と帰宅距離を計測した．次に帰宅距離と属性

に応じた帰宅意思モデル①を適用することで，帰宅

意思があるか否かを判断した． 

 

(1) 帰宅経路の検索と帰宅距離の計測
　PT データから発災時刻に設定した 8・12・18 時における滞留地点から
　自宅までの帰宅経路を検索し，その帰宅距離を計測する

(2) 帰宅意思モデルによる帰宅意思の判別
　帰宅意思モデル①・②に個人属性や帰宅距離などを代入

②体力的な脱落
「体力・運動能力調査データ」と「アンケートによる歩行可能距離」より
構築した体力モデルに個人属性と帰宅距離を代入し，体力的に脱落する
確率と体力的に脱落し得る距離を求め，その確率によって脱落させる

①帰宅開始時間の設定（3 パターン）
パターンⅠ）全員について帰宅する人を一斉に帰宅させる
パターンⅡ）全員について帰宅開始時刻をポアソン分布に従って確率的
　　　　　　に決定する
パターンⅢ）会社や学校に滞留している人だけ帰宅開始時間を遅らせる
　　　　　　( 遅らせる時間は発災時刻から 1,2,3 時間の 3 種とした )

(3) 帰宅行動シミュレーション（帰宅意思のある人のみ）
　３つの発災時刻ケースについて，下記①の帰宅開始時間を設定し各人を
　帰宅させ，道路混雑度 (30 分毎に集計 ) および帰宅途中の体力的な脱落
　（下記②）と，日没による帰宅の断念（下記③）を考慮しながら，帰宅
　シミュレーションを行い，自宅に辿り着ける人と脱落する人を推計する

③日没による帰宅の断念
日没時刻 17 時になったら，日没時の地点から自宅までの距離に応じて
日没によって帰宅を断念する確率を求め，その確率によって脱落させる

自宅が遠い等の理由
で帰宅開始しない人

帰宅意思のない人

自宅
到達者

帰宅意思モデル①・②の比較
　　　･･･上図 (2)

帰宅意思のある人

自宅が近くても
帰宅開始しない人

帰宅行動シミュレーション
　　　･･･上図 (3)

日没による
帰宅断念者

体力的な
脱落者

帰宅意思モデル①による帰宅意思の判別･･･上図 (2)

首都圏における全滞留者（移動者は除く）

帰宅困難者
帰宅途中で脱落
or 断念する人

図 10：帰宅行動シミュレーションの概要 

 

 帰宅意思のない人は，帰宅距離が短いにも関わら

ずあえて帰宅しない人と帰宅距離が長いなどの理由

で帰宅しない人に分類した．具体的には，モデル②

で推計した帰宅意思のない人数が，帰宅距離が長い

などの理由で帰宅しない人数である．また，モデル

①で推計した人数から，モデル②で推計した人数を

引いた人数が，帰宅距離が短いにも関わらずあえて

帰宅しない人数である． 

 帰宅意思のある人は，発災時刻から帰宅行動を開

始するまでの時間(以下，帰宅開始時間)を設定した．

また，体力調査データから構築した体力モデルによ

り，体力的に脱落する確率と体力的に脱落する距離

を求める。その後，道路の混雑度に応じた歩行速度

の変動（図 11）や，体力的な脱落・日没による帰

宅の断念を考慮しながらシミュレーションを行った． 

 だだし，帰宅の際は歩道を歩行すると想定し，歩

道幅員は道路交通センサスデータの歩道幅員を用い

た．また歩道幅員情報がない道路については， 低

歩行幅員として 1m の歩道幅員を設けた． 
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0
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v ※歩行速度は中央防災会議の帰宅
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        v(m/h)
　 ～ 1.5 　　 4000

1.5 ～ 6.0 直線的に減少

　 6.0 ～ 400 × 6/d

図 11：歩行速度のモデル化 

 

 

5．帰宅行動シミュレーション結果 

5.1 一斉帰宅について 

 一斉帰宅の道路混雑ピーク時（発災時刻 12 時の

直後）における道路混雑状況を図 12 に示してある．

道路密度が 2(人/㎡)以上の道路が，都心に限らず

首都圏全域に分布していることがわかる．道路混雑

度が 4(人/㎡)以上という非常に混雑する道路も数

本みられる．滞留者の少ない郊外よりも滞留者の多

い都心の方が，一般的に道路混雑による危険性が高

いと考えられているが，都心では広幅員な歩道が多

いため，郊外に比べて際立った混雑に陥るという現

象はみられない．むしろ，郊外の歩道幅員の狭い道

路が混雑する可能性がある． 

 ただし，都心でも局所的には非常に混雑する道路

は存在する．明治通りや早稲田通りなどでは歩道幅

員に対する滞留者人数が多いことから，道路混雑度

が非常に高くなり歩道から人が溢れ出す可能性があ

り，緊急車両等の通行に支障をきたす可能性がある． 

 

道路の集計単位：交通セ
ンサスデータの道路単位

2(人 /m2)0
N

発災時刻 12 時
発災直後

道路混雑度ごとの道路本数

道路混雑度
（人 / m2

道路本数
（本）

4以上 7

3 以上 4 未満 6

2 以上 3 未満 34

1 以上 2 未満 145

1 未満 1840

図 12：一斉帰宅(パターンⅠ)の道路混雑状況 



 

 

 (2)帰宅開始時間を遅らせたパターンについて 

①道路混雑度について 

 図 13 には発災時刻 12時のケースについて，道路

混雑度ピーク時における道路混雑度ごとの道路本数

を，帰宅開始時間のパターンごとに示してある．会

社・学校などに滞留している人の帰宅開始時間を 1

～3 時間遅らせても，一斉帰宅に近い道路混雑状況

となることがわかる．一方，帰宅開始時間を確率的

に分散させるパターンでは，他のパターンに比べて

道路混雑度の極端に高い道路本数は少なくなる． 

道路混雑度 ( 人 /m2)

0
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160

道
路
本
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0 54321

帰宅開始時間のパターンと
道路混雑ピーク時の関係（発災時刻12時）

（Ⅰ） ( Ⅱ ) ( Ⅲ -1)

( Ⅲ -2) ( Ⅲ -3)

※道路本数は交通センサスの集計単位とした

Ⅰ　　　　一斉帰宅　　　　　　　　0

Ⅱ　　　確率的に遅らせる　　　　　2.5

Ⅲ -1　会社学校は 1 時間遅らせる　　　1

Ⅲ -2　会社学校は 2 時間遅らせる　　　2

Ⅲ -3　会社学校は 3 時間遅らせる　　　3

帰宅開始時間のパターン

道路混雑のピーク
時（発災時刻から
の経過時間）

( Ⅰ )

( Ⅱ )

( Ⅲ )

図 13：混雑ピーク時の道路混雑度 

 

②体力的な脱落者について 

 発災時刻 12 時のケースについて，体力的に脱落

する人の空間分布と，属性構成比率を図 14 に示し

てある．都心と郊外を結ぶ道路で体力脱落者が発生

する様子がみてとれる．具体的には，早稲田通り，

新目白通り，蔵前橋通り，桜田通り，王子から荒川

を渡る橋梁周辺で多くの人が脱落する．また脱落者

の属性をみると，男女ともに 50代と 60 代が過半数

を超えている．帰宅を開始しようという意思があっ

ても，帰宅途中で脱落してしまう中高齢者が多く発

生すると考えられる． 

N

4000( 人 )0

発災時刻 12 時 6 時間経過後

新目白通り

早稲田通り

桜田通り

蔵前橋通り

男性

女性

10 代 20 代

30 代

40 代

50 代

60 代

10 代
20 代

30 代

40 代
50 代

60 代

体力的な脱落者の属性

図 14：体力脱落者の空間分布と属性（パターン

Ⅱ） 

 

③日没による帰宅断念者について 

 発災時刻 12 時のケースについて，帰宅開始時間

を遅らせたパターンごとの日没による帰宅断念者数

を図 15 に示してある．帰宅開始時間が遅れるほど，

日没による帰宅断念者数は増加する．日没による帰

宅断念には，日没時に滞留している地点から自宅ま

での距離が関係している．学校・会社に滞留してい

る人の 3 時間遅れの帰宅断念者数は，2 時間遅れの

人数の 2倍以上の値となっっていることから，帰宅

を開始（指示）する時刻（タイミング）が大きく影

響することを示している． 

 体力的な脱落と日没による帰宅断念をあわせた脱

落者の空間分布を図 16 に示してある．世田谷通り，

新宿通り，尾久橋通りにおいて日没による帰宅断念

者が発生することがわかる．このような道路の沿線

に対しては，予め重点的に対策を施しておくと効果

的であると考えられる． 
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図 15：帰宅開始時間ごとの日没による帰宅断念者 
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図 16：体力による脱落者と日没による帰宅断念者

の空間分布(パターンⅡ) 

 

 (3)帰宅困難者数について 

 都市内滞留者がおかれた状態の時間的変化を図

17 に示してある．ただし，帰宅開始時間のパター

ンはポアソン分布を用いた結果である．ここでの帰

宅困難者とは，「遠いなどの理由で帰宅しない人」

と，帰宅意思のある人のうち，「帰宅行動を開始し

ていない人」，「帰宅中の人」，「体力的に脱落し

た人」，「日没により断念した人」のいずれかに該

当する人である． 

 図 17 をみると，帰宅困難者全体に対して，体力

や日没による脱落者の占める割合はそれ程大きくな

いことがわかる．発災時刻別にみると，朝と夕刻に

比べ昼は発災時刻に自宅外に外出している人が多い

ため，帰宅困難者の絶対数も多くなる．朝と夕刻を

比較すると，夕刻は日没による帰宅断念の影響で，

朝よりも夕刻の方が帰宅困難者数は多くなる．また，

発災時刻から 6時間が経過すれば，いずれの発災時

刻についても帰宅中の人数（帰宅断念者は除く）は

少なくなる． 
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図 17：都市内滞留者の時間的変化(パターンⅡ) 
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図 18：帰宅困難者の時空間分布(パターンⅡ) 

 

 本研究で構築した帰宅意思率モデルによる帰宅困

難者数の推定値は，東京都の発表している帰宅困難

者数文 1）に比べ大きな値となった．その理由として

大きく 2つ考えられる．一つは，東京都では帰宅距

離は直線距離を用いており，ここではネットワーク

距離を用いていることである．もう一つは，東京都

では帰宅距離が 0km～10km では帰宅困難者は発生し

ないのに対し，本研究で構築した帰宅意思モデルに

よれば，帰宅距離が近い場合でも帰宅困難者が発生

するためである． 

 帰宅困難者の時空間分布を図 18 に示してある．

滞留者の居場所ベースの帰宅困難者数の分布（左側

図）をみると，発災時刻が朝の場合は，発災時刻か

ら 6時間経過した後は都心のみに帰宅困難者がみら

れるだけだが，発災時刻が昼・夕刻の場合は，都心

から広範囲（特に西側）にかけて帰宅困難者が発生

することがわかる．また，滞留者の居住地ベースの

帰宅困難率の分布（右側図）をみると，発災時刻に

関わらず郊外に住んでいる人が帰宅困難者となる可

能性が高いことがわかる．発災時刻が朝の場合に比

べ，昼・夕刻の場合の方が日没による帰宅断念の影

響により，都心寄りに住んでいる人も帰宅困難者と

なる可能性は高いことがわかる． 

 

6．まとめ 

 都市内滞留者の帰宅行動に関するアンケート調査

を実施し，これを原データとして帰宅意思率を推定

するモデルを構築した．本モデルは，帰宅距離以外

にも発災時刻や被災者の属性，家族の安否情報も考

慮しており，従来までの帰宅可能か否かの判断基準

の指標に比べ，精緻な推定が可能である．さらに，

PT データを用いて首都圏における被災者の帰宅行

動についてのシミュレーションを行い，道路混雑度

や脱落者数の推定や時空間分布を示し，防災計画支

援のための基礎的資料となり得ることを示した． 
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